
月 日 13:30 ～ 15:30水

申し込み方法 参加申込は当協会のホームページにアクセスし、参加申込フォームからお申込みください。

入会ご案内

正会員、特別会員の入会はこちらから
随時受付けています。
https://www.road.or.jp/member/index.html

5月17日 オンデマンド配信開始火

講習会にご参加頂いた方には、今後のセミナー内容や開催方法等に関するニーズを把握するための
アンケート調査にご協力いただきますので、よろしくお願いします。
アンケート調査結果等により、内容や開催方法は、今後変更される場合がございます。

プログラム

橋梁基礎講座
～しっかり学ぼう！道路橋技術基準の『いろは』～

本セミナーは、土木学会CPD制度の認定セミナーと
なっており、土木技術者の皆様の知識向上や自己
研鑽の証跡となるCPD単位が取得可能です。

お知らせ

ライブ配信
オンデマンド配信

道路セミナー（技術編）

このセミナーは

会員限定
無料

https://www.road.or.jp

日本道路協会 検索

道路橋に関する技術基準は、「橋、高架の道
路等の技術基準」（道路橋示方書）として
国土交通省から通知されています。

講演会では、道路橋示方書を自力で読め、ま
たその位置づけや記載内容等を正しく理解で
きるための基礎的知識を習得することを目標に、
技術基準の体系のほか、道路橋示方書の変
遷、道路橋示方書に関する基礎知識等につ
いて、個別講演を通じて紹介します。

日程：

講義１

講演３

道路法等も含めた道路橋の技術基準の体系や、その他の関連図書の位置付
け、取扱などを紹介します。

道路橋示方書や同解説を理解するための基礎知識として、「橋の性能の定義
」「設計供用期間の設定」「耐荷性能」「耐久性能」等について紹介します。

講義４

国総研道路構造物研究部橋梁研究室 主任研究官

道路橋の設計に際し考慮する活荷重や地震の影響等について、規定の根拠
や変遷を紹介します。

国総研道路構造物研究部橋梁研究室 主任研究官

道路局国道・技術課技術企画室 課長補佐

講義２

道路橋示方書の制定や各編の規定と改定内容など、道路橋示方書各編の
主な変遷を紹介します。

国総研道路構造物研究部橋梁研究室 主任研究官

道路橋の設計に用いる荷重

道路橋示方書の変遷

道路橋の技術基準の体系

道路橋示方書に関する基礎知識

国総研道路構造物研究部橋梁研究室 主任研究官

岡田 太賀雄 氏

岡田 太賀雄 氏

掛田 信男 氏

岡田 太賀雄 氏

開催内容

お申し込みはこちら

https://www.japan-road-association.jp/Events/88/Places/93/Apply


https://www.road.or.jp

日本道路協会 検索

今後の開催予定

＊内容や開催方法は、アンケート調査結果等により、変更される場合がございます。

開催日 分類 テーマ

１／28 技術 道路法講習会

２／15 政策 モビリティ革命の進展 ～今更聞けない自動運転・MaaSの現在と未来～

３／17 政策 近未来の道路空間 ～これからの道路の使い方～

４／13 政策 カーボンニュートラルに向かう世界

４／22 技術 道路技術基準の基礎 ～温故知新／技術基準の起源や変遷を知ろう～

５／11 技術 橋梁基礎講座 ～しっかり学ぼう！道路橋技術基準の『いろは』～

６月 技術 道路土工構造物に関する基礎と現場実例から学ぶノウハウ

道路セミナーの開催

日本道路協会は、道路技術者の皆様、道路関係者の皆様に、講演会を開催するなど
して、道路施策の最新の動向に関する情報をタイムリーに提供させていただいております。

この度、令和４年より、皆様への新たな情報提供サービスといたしまして、
道路セミナー（技術編、政策編）を定期的に開催することといたしました。

本セミナーの内容や開催方法等に関しまして皆様のニーズを反映させていただきながら
業務や学習のお役に立てますよう努めてまいります。

多数の皆様のご参加をお待ちしております。

申し込み方法

参加申込は当協会のホームページにアクセスし、参加申込フォームからお申込みください。

https://www.japan-road-association.jp/Events

日本道路協会 入会ご案内

正会員、特別会員の入会はこちらから随時受付けています。

https://www.road.or.jp/member/index.html

講習会にご参加頂いた方には、今後のセミナー内容や開催方法等に関するニーズを把握するための
アンケート調査にご協力いただきますので、よろしくお願いします。

※開催済も含まれます。




